
　中経連は、国際委員会（委員長：大島副会長）が取りまとめた「中部圏における高度外国人材の

活躍促進に関する報告書」を2021年11月１日に発表しました。

　これは、中部圏における産学官への実態調査により、課題認識や企業ニーズを可視化し、高度

外国人材の活躍事例や各種取り組み状況などを具体的に示すことで、雇用拡大／活躍促進に寄与

することを目的としております。

            報告書はこちらのQRコードからダウンロード可能です【無料】

お問合せ先：中部経済連合会　国際部　 kokusai@chukeiren.or.jp



  ■概要

   １．在留外国人の状況

    　   ＊国籍別、在留資格別、地域別 等

   ２．高度外国人の状況

　　   ＊本書における調査対象の定義を明確化

　　　　・一般的に言われるホワイトカラー人材

　　　　・その卵である外国人留学生

　　　＊全国・中部圏の最新データ

   ３．外国人留学生の状況

　　　＊高度外国人材の卵である外国人留学生に関する中部圏の現状

　　　＊外国人留学生の国内就職の現状

   ４．企業の高度外国人材受入れ意識（アンケート結果）

　　　＊中部圏企業の実態調査

　　　　・外国人雇用に関して

　　　　・留学生採用に関して

　　　　・インターンシップ実施に関して

　　　＊企業規模別特徴

   ５．留学生・就労者の日本企業における就労に対する意識（アンケート調査）

　　　＊中部圏の外国人留学生、就労中高度外国人材の実態調査

　　　　・キャリア形成の考え方

　　　　・企業、大学、自治体への要望

   ６．高度外国人材の日本企業での活躍【成功事例】

　　　＊雇用理由と効果に関する企業の意識（アンケート結果とヒアリングに基づく）

　　　＊高度外国人材雇用に積極的な中部圏の企業を特徴別に紹介

　　　＊3社の具体事例について特集

   ７．高度外国人材の日本企業での活躍【課題事例】

　　　＊問題点や困りごとに関する事例紹介（アンケート結果とヒアリングに基づく）

         ＊原因について考察

   ８．高度外国人材活躍促進に関する要約と提言

　　　＊本書の調査で分かったことを要約し施策に繋がるポイントを考察

         ＊短期的・長期的視点から、産学官及び外国人材が取るべき方策について考察

   【付属資料】

         ＊産学官による寄稿集（高度外国人材活躍促進支援の取組み状況紹介）

　　　　・中部４県(愛知県、岐阜県、三重県、長野県）、名古屋市

　　　　・中部圏の５大学（名古屋大学、名古屋経済大学、岐阜大学、三重大学、信州大学）

　　　　・企業、法人等 6団体


